
2024年度後期 開講学科別集計結果表 常葉大学
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▼全学部共通の質問項目
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回答者数／構成比（％）
1年 2年 3年 4年 無効回答
211 321 138 41 0
29.7 45.1 19.4
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この科目は自らのキャリア形成や将来を考える上で役
立った

4.20 711

開講学科 社会環境学科
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マーク
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教員の話し方は明瞭で聴き取りやすかった10

板書、スライド、配布資料などは適切であった
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設問文 平均No.

709 22

1
学修環境（プロジェクタ・音響・空調・照明・静粛性）
は良好であった

4.47 711 0

クラスサイズ（受講者数）やグループサイズは適切で
あった

4

1

0

3
周りの学生の熱意が感じられた（熱心に授業に参加して
いた）

3.86 709 2

0

5 シラバスに則した内容の授業が行われていた 4.36 710 1

この授業に対する授業時間外学修にどの程度の時間を
費やしましたか（１回の授業の前後）

3.10 711

この科目は学部・学科の学びを深める上で有益であった 4.40 7107

0 711

18 - 0 711

6 この科目の難易度は適切であった 4.21 710 1

13 学生の反応や理解を確認しながら授業を展開していた 4.17 710 1

3.9812
学生に質問や意見を求める、発表の機会を設けるなど
授業への参加を促していた

16 -

8

19 - 0 711
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【対面授業の場合】
 この科目は対面で受講することが適切であった
【ポータルサイト等を活用した授業（オンライン授業）の場合】
 この科目はオンラインで受講することが適切であった
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14
必要に応じて学生の受講態度への注意を適切に行って
いた

4.11 710 1

15 この授業のシラバスを読みましたか 3.84 709
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常葉大学・常葉大学短期大学部 

2024年度後期授業アンケート 学科別集計結果表に対する講評 

学科／課程 社会環境学科 

講評者 社会環境学科長 河本尋子 

 

設問 講評 

設問 1～3 

「全学部共通の質問

項目」について 

学修環境およびクラスサイズ・グループサイズについては、9 割以上の

回答が良好または適切という結果でした。しかし、周りの学生の熱意に

ついては全体平均を下回っており、授業に熱心に参加している学生が少

ないと捉えられていました。これらの結果はいずれも、前期の回答傾向

に合致するものです。特に、学生の熱意に関し、2 年次よりコース別の

専門を高める一方で、所属コースの科目以外も多く受講する必要があ

り、影響した可能性は考えられます。 

設問 4～9 

「学部レベルの質問

項目」について 

シラバス内容や難易度、学部・学科の学びに関する質問項目では、いず

れも大学の全体平均と同様の回答結果となり、授業時間外学修では全体

平均を上回りました。他方、キャリア形成に関連する回答は全体平均よ

りも低く、学際的な学部の特色から、単位取得に多くの時間外学修を必

要としながら、キャリア形成の具体的イメージに直結させにくい側面が

読み取れます。今後も、演習等を通して本学部におけるキャリア形成イ

メージの共有を継続し、改善につなげたいと考えます。 

設問 10～15 

「教員個人レベルの

質問項目」について 

設問群のうち、特に、学生の授業参加（学生に質問や意見を求める、発

表機会を設けるなど）を促す項目については、大学の全体平均と比較す

ると、改善の余地があります。受講者数や講義の特徴を踏まえながら、

それぞれに適合する参加促進方法の試行が求められます。教員間の授業

参観等の機会を活用し、学生の参加促進に向けた情報共有をおこなって

いきたいと考えます。 

設問 16～ 

「学科設問」につい

て（該当学科のみ） 

該当なし 

 


